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   ８月 8 日（月）【実験・実習】9:00～10:30, 11:00～12:30  
１）サンゴ礁湖の砂に潜む生命と地球の相互作用（守屋和佳先生）【9:00～9:45，11:00～11:45】 

1−1）サンゴ礁の礁湖の砂は化石で構成されている 

図 1 は，沖縄県の本部半島の西に位置する瀬底島の礁湖

内の砂を拡大した写真です．様々な粒子から構成されてい

ますが，無機質な岩石片とは思えないような粒子が多く含

まれています．実は，この写真に写っているほとんどの粒子

は，化石なのです．白い岩片のような粒子の多くはサンゴ骨

格の破片です．その他にも，丸いもの，尖ったものなど，多

くの粒子が存在します．その中には，みなさんも見たことが

あるかもれしれない化石が混じっています． 

 

1−2）サンゴ礁海域に棲息する大型有孔虫 

サンゴ礁の礁湖の砂には，サンゴ骨格の破片，ウニの棘，巻貝に

加え，大型底生有孔虫が多く含まれています．沖縄などでみられる

土産物に「幸せを招く愛の星砂」などがありますが，その瓶の中身

は，カラーサンドを除いて全て大型底生有孔虫で構成されていま

す．大型底生有孔虫は，直径が約 2mm程度の殻を作り，その代表例

がホシズナです．また，その他にもタイヨウノスナ，ゼニイシなど

も含まれています．これらの有孔虫が死後，殻だけになったものが

砂とし礁湖に堆積しているのです．これらの大型底生有孔虫がサン

ゴ礁の礁湖内に棲息していることには大きな理由があります．これ

らの生物は，光合成を行う藻類と共生しているので，浅く温かい海の，日光が届く深さでしか生き

られないのです．顕微鏡でじっくり見てみると，もっといろいろな特徴が見えてきます． 

 

1−3）礁湖の堆積物の観察と有孔虫化石のスケッチ 

ア） 微化石標本（星の砂・太陽の砂）をシャーレに薄くまき，構成粒子をよく観察してみましょう． 

イ） 特徴的な（お気に入りの）有孔虫化石 3個体を選り分けて，スケッチしてみましょう． 

 

2）X 線 CT装置を使った岩石・堆積物の観察（天野敦子先生）【9:45～10:30，11:45～12:30】 

2-1）X 線 CT 装置とは？ 

地球科学では固い岩石や，反対にちょっとした振動で簡単に崩れてしまうような海底の砂や泥（堆

積物）を使って研究しています．このような試料を壊すことなく，形状を計測し，内部を観察する

実験・実習 

 
図 2．土産物の星砂 

 

図 1．沖縄県瀬底島の礁湖内の砂 



 

ことは，効率よく分析するための情報になり，貴重な試料の保存

にもつながります．このような計測をするために，電磁波の一種

である X線がよく用いられ，地球科学だけでなく，医療や工業な

ど，幅広い分野で使用されています． 

今回の実験では，地球科学では比較的に大きな試料（数 10cm

から 1 m程度の大きさ）を測定する場合に用いられる，病院で人

体の計測にも用いられる医療用 X 線 CT 装置（図 3）を使って，

試料の観察を行ってみましょう． 

 

2-2）地質試料の X線 CT画像からわかること 

 X 線 CT 画像のデータから，2 つのことがわかります．1 つは複雑な形状の試料を 3 次元で正確に

計測することができます．この結果を使って，例えば化石の模型を作ることなどができます．2 つ

目は内部構造を知ることができます．X線 CT画像では，X線が透過しにくい固い物質の部分は白く，

反対に柔らかい部分は黒く映ります．岩石の画像からは内部に含まれる鉱物や空隙の形状や配列が

わかり，この結果は岩石の形成過程を明らかにする情報になりま

す．また，海底堆積物の画像では波浪などの水利営力や生物によっ

て形成された構造がわかり，この結果から現在の海底環境や過去の

環境変化を推定することができます． 

 X 線 CT 画像の色や形状などの特徴や変化，また試料全体の中で

それらがどのように分布，配列しているかなどについて注意して観

察してみましょう． 

 

2-3）実際に X線 CT画像を観察してみよう 

ア） パソコンを持っている人は X線 CT画像を見ることができるア

プリケーションをインストールしましょう．インストールが

難しい場合は，オンラインで画像を観察しましょう． 

イ）試料の内部構造の特徴をスケッチしてみましょう。 

 

--------- 
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岩石試料 

図 3．医療用 X 線 CT 装置 

図 4．CT 画像．岩石の写真

（A）と X 線 CT 画像（B）．

堆積物の X 線 CT 画像 


